
個人納税者に対する
メッセージボックスの取扱変更

への対応

「申告のお知らせ」の転送設定

東京地方税理士会データ通信協同組合
2019年2月

1



概要

• 国税e-Tax利用の簡便化に係る個人納税者のメッセージボックス
のセキュリティ強化により、個人納税者のメッセージボックスに
アクセスするには、該当個人の電子証明書が必要になります。
そのため、今まで個人納税者のメッセージボックスから入手して
いた「申告のお知らせ」が、第三者には直接入手できなくなりま
す。
委任を受けた税理士等が、「申告のお知らせ」を入手するには、
e-Taxシステム上で、委任関係の登録手続きを行う必要があります。
このマニュアルでは、e-Taxシステム上に委任関係の登録をする手
順を説明いたします。
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委任関係の登録とは

個人顧問先用
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① 個人納税者の利用者識
別番号（ID）と暗証番号
（パスワード）でe-Taxシス
テムにログインし、税理士に
対して委任処理を行う。

② 税理士の利用者識別番
号（ID）と暗証番号（パ
スワード）でe-Taxシステム
にログインし、個人納税者の
委任を承認する。

1
2税理士（法人）用



準備作業

すべての作業は、電子申告の達人の「送受信の設定」で行って下さい。

1. 顧問契約の失効した顧問先の退避
すでに顧問契約の失効した顧問先を退避して下さい。
納税者からの委任処理を行う際に選択し易くなります。

2. 利用者識別番号の暗証番号登録
暗証番号を登録（保存）していない顧問先の暗証番号を登録して下さい。
納税者からの委任処理を行う際に暗証番号を入力する手間を省きます。

3. 利用者のフリガナの登録
フリガナが登録されていない顧問先のフリガナを登録して下さい。
税理士等が委任を承認する際に表示される項目となります。
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1.顧問契約の失効した顧問先の退避（1/2）
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① 電子申告の達人を起動し、【送受信の設定】をクリックして下さい。 「国税/地
方税選択」が【国税】であることを確認し、【利用者一覧】タブを表示して下さい。

② 【法人個人区分】の見出し文字の上にマウスの「→（矢印）」を配置してゆっく
り二回クリックして下さい。⇒「個人」の方、「法人」の方をまとめることができます。

【法人個人区分】の文字の上に
マウスの矢印を配置して1回、2
回とゆっくりクリックして並び替えを
行います。

【個人】の方が
まとまりました。

①



1.顧問契約の失効した顧問先の退避（2/2）
③ 表示されている【利用者一覧】タブ内の利用者一覧からすでに顧問契約の

失効した利用者を選択し、【退避】ボタンをクリックして下さい。
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補 足

•退避とは、利用者一覧上から見えなくする処理
です。顧問契約が復活した場合は、【復元】ボ
タンをクリックすると復元できます。
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Memo
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2.個人納税者のフリガナ登録
① 電子申告の達人を起動し、【送受信の設定】をクリックして下さい。
② 「国税/地方税選択」が【国税】であることを確認し、【利用者一覧】タブで

「フリガナ」が空欄の利用者を選択して下さい。
③ 【利用者編集】をクリックし、表示されたウィンドウ内の「フリガナ」欄に、

全角カタカナで入力して下さい。
④ 入力後、【確定】をクリックで登録終了です。

③

④
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3.個人納税者の利用者識別番号・暗証番号の登録
（1/3）

① 【電子申告の達人】⇒【送受信の設定】をクリックして下さい。
② 「国税/地方税選択」が【国税】であることを確認し、【共通設定（e-Tax

登録情報）】タブをクリックして下さい。
③暗証番号欄に「保存済」と記載のない利用者を選択して、【設定】をクリッ

クして下さい。⇒別ウィンドウが表示されます。

②
①
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③



3.個人納税者の利用者識別番号・暗証番号の登録
（2/3）

④ウィンドウ内の「暗証番号」欄の【設定】ボタンをクリックして下さい。
⑤「暗証番号設定」ウィンドウで次の設定をして、暗証番号を入力して下さい。
【 a 】 e-Taxの暗証番号を更新する：「チェックなし」
【 b 】 暗証番号をデータベースに保存する：「チェックあり」
【 c 】 新暗証番号欄２か所に利用中の暗証番号を入力して下さい。
【 d 】 確定時にe-Taxへのログインテストを行う：「チェックあり」

⑥設定後、【確定】をクリックして下さい。
チェックをつけると
入力した暗証
番号が表示され
ます。

⑤

⑥

④
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3.個人納税者の利用者識別番号・暗証番号の登録
（3/3）

⑦実行確認画面が表示されたら、【OK】をクリックして下さい。
⑧ログインに成功したら、【OK】をクリックして下さい。
⑨完了したら、【OK】をクリックして下さい。

→これで電子申告の達人のデータベースに暗証番号が保存されます。

【入力した暗証番号に誤りがあると・・・】
→⑦の後で、「ログインに失敗しました」と表示されます。【OK】をクリックして

下さい。
→暗証番号は保存されません。

暗証番号を確認し、⑤からの作業を行って
下さい。

⑦ ⑧ ⑨
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以上で準備作業が終了しました。
委任関係登録を開始して下さい。
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Memo
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達人システムでの作業手順

1. e-TaxWebサイトで税理士等のカナ氏名を登録する。
e-TaxWebサイトのメッセージボックスに、税理士等の利用者識別番号・暗
証番号でログインし、税理士用カナ氏名を登録して下さい。
納税者から委任処理を行う際の表示項目となります。

2. 電子申告の達人を用いて、個人納税者が行う「委任関係の登録依頼」を
送信する。
電子申告の達人⇒【送受信の設定】に登録済みの個人納税者を選択し、
【委任関係登録】処理を行って下さい。

3. e-TaxWebサイトで委任関係の承認処理を行う
e-TaxWebサイトのメッセージボックスに、税理士等の利用者識別番号・暗
証番号でログインし、委任関係の承認処理を行って下さい。
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1.税理士等のカナ氏名を登録する（1/4）

① インターネットに接続し、「e-
TaxWEBサイト」を表示して
下さい。

② ページ中ほどの【メッセージボッ
クスの確認】をクリックして下さ
い。
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1.税理士等のカナ氏名を登録する（2/4）

③ 税理士等の利用者識別番
号・暗証番号を入力し、【ログ
イン】をクリックして下さい。

⇒ メインメニューが表示されます。
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1.税理士等のカナ氏名を登録する（3/4）

④ 「各種登録・変更」の【税理士
カナ氏名の登録】をクリックして
下さい。

⇒ 税理士カナ氏名の登録・変更
画面が表示されます。

18



1.税理士等のカナ氏名を登録する（4/4）

⑤ 税理士名をカタカナで入力し
て、【登録・変更】ボタンをクリッ
クして下さい。

⇒ 「更新確認」画面が表示され
ますので、確認して終了です。
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※この作業は、変更する必要がある場合を除
いて、１度行っていただくだけで結構です。



2.「委任関係の登録依頼」を送信する（1/2）

① 【電子申告の達人】⇒【送受信の設定】をクリックして下さい。
② 「国税/地方税選択」が【国税】であることを確認し、【共通設定（e-Tax

登録情報）】タブをクリックして下さい。
③表示されている個人顧問先を選択し、【委任関係登録】をクリックして下さい。

⇒「委任関係の登録」ウィンドウが表示されます。

②
①
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③

※複数の顧問先を選択す
るには、利用者識別番
号で並べ替えし、
【Shift】キーまたは、
【Ctrl】キーを押しなが
らクリックして下さい。



2.「委任関係の登録依頼」を送信する（2/2）

④ 「委任関係の登録」ウィンドウ内の税理士利用者識別番号欄【参照】をクリックし、
委任する税理士等の利用者識別番号を選択し、【OK】をクリックして下さい。

⑤ 確認ウィンドウが表示されますので、【OK】をクリックして下さい。
⇒暗証番号が保存されていれば、そのまま委任処理を行います。保存されていない

場合は、暗証番号の入力ウィンドウが表示されますので、入力して下さい。
⑥ 委任関係の委任登録完了ウィンドウが表示されますので、結果欄が「成功」である

ことを確認して下さい。
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④

⑤

⑥ 成功



Memo
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3.委任関係の承認処理を行う（1/4）

① インターネットに接続し、「e-
TaxWEBサイト」を表示して
下さい。

② ページ中ほどの【メッセージボッ
クスの確認】をクリックして下さ
い。
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3.委任関係の承認処理を行う（2/4）

③ 税理士等の利用者識別番
号・暗証番号を入力し、【ログ
イン】をクリックして下さい。

⇒ メインメニューが表示されます。
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3.委任関係の承認処理を行う（3/4）

④ 「各種登録・変更」欄の【委任
関係の承認・確認・解除】をク
リックして下さい。

⇒ 電子申告の達人で「委任関
係の登録」を行った個人納税
者名が表示されます。
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3.委任関係の承認処理を行う（4/4）
⑤ 個人納税者の右側「承認」の

チェックボックスをクリックし、
チェックをつけ、【実行】ボタンを
クリックして下さい。
※リスト上の全員を承認する

場合、上部の【全て】ボタン
のクリックですべてにチェック
可能です。

⇒ 「委任関係の更新確認」画面
が表示されますので、確認して
終了です。
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以上で、「申告のお知らせ」の転送設定が終
了です。
これで、納税者のメッセージボックスに申告

のお知らせが提供された際に、税理士等のメッ
セージボックスにも転送されますので、税理士
のメッセージボックスをダウンロードしていた
だきご確認下さい。
なお、新たに個人顧問先が追加された場合は、

委任関係の登録処理から行って下さい。
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留意事項

すでに申告のお知らせが納税者に届いている場合でも、本設定を
終えて頂ければ税理士のメッセージボックスに転送されます。

今回のメッセージボックスのセキュリティ強化については、e-
Taxの個人納税者のみに適用されています。

税理士等のメッセージボックスについてもこのセキュリティ強化
が適用され、アクセスには電子証明書が必要ですので、ご了承下
さい。

今後、個人顧問先のメッセージボックスには、アクセスできませ
ん。（納税関連情報を除く）申告の完了通知等は、税理士のメッ
セージボックスでご確認下さい。
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Memo
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